
チケット発売情報
アクロス福岡チケットセンター（10:00～18:00）

☎092-725-9112

〈アクロス福岡地下2階から地上3階〉

ファッションからグルメまで24の専門店

期間限定、数量限定、カスタマイズ…
専門店ならではの特別感のある
ファッションや雑貨に触れて下さい。

発売中

3月18日（水） 19 :00 岩崎宏美＆九州交響楽団シンフォニックコンサート
福岡シンフォニーホール会

●指揮／鈴木織衛　　●曲目／ロマンス、聖母たちのララバイ　他
S:￥8,500　A:￥8,000　 B:￥7,500料

（Pコード 241-931）

3月1日（日） 1 5 : 0 0 森麻季ドラマチックコンサート
白銀のソプラノ 荻野綾子の追憶に

福岡シンフォニーホール会 ●内容／第一部 荻野綾子の世界　他
S:￥5,000（当日￥5,500）　A:￥4,000（当日￥4,500）　学生席:￥2,000（当日同額）料

定価￥23,000

▲ ￥19,000（限定200セット）もあります！全３公演の
S席セット券

Fukuoka Grand Classics 2015

3月21日（土・祝） 15:00 ウエスト味なコンサート 
九響親と子のためのコンサート～青島広志さんと音楽を楽しもう～

福岡シンフォニーホール会 ●指揮とお話／青島広志 （Pコード 247-273）

大人:￥3,000　子供:￥1,500（4歳～高校生）　バルコニー席（大人のみ）:￥2,500料

6月12日（金） 19:00 タリス・スコラーズ
福岡シンフォニーホール S:￥6,500　A:￥5,000（学生券:￥2,500）会 料

●曲目／パレストリーナ：教皇マルチェルスのミサ曲　他 （Pコード 246-713）

福岡シンフォニーホール会
●出演／ベルリン・フィルハーモニック・ストラディヴァリ・ソロイスツ
●曲目／チャイコフスキー：弦楽のためのセレナーデ　他

S:￥9,000　A:￥7,000　B:￥5,000（学生券:￥2,500）料

（Pコード 246-712）

5月31日（日） 14:00 ストラディヴァリウス サミット・コンサート2015

4月22日（水） 19 :00 チョン・キョンファ ヴァイオリンリサイタル
福岡シンフォニーホール会

●ピアノ／ケヴィン・ケナー
●曲目／ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ第９番「クロイツェル」　グリーグ：ヴァイオリン・ソナタ第３番　他

S:￥7,000　A:￥5,000　 B:￥3,000（学生券:￥1,500）料
（Pコード 249-502）

3月16日（月） 12 :00
アクロス・ランチタイムコンサートvol.43

東京メトロポリタンスーパーチェロアンサンブル

●出演／東京都交響楽団チェロ奏者
●曲目／ピアソラ：リベルタンゴ　ロジャース：「サウンド・オブ・ミュージック」より　他

（Pコード 248-470）会 福岡シンフォニーホール ￥1,000（全席自由）料

日本音楽家ユニオン3.19ミュージックの日企画
THE 狂言～野村万禄が語る「ピーターと狼」

3月7日（土） Ⓐ15:00
                  Ⓑ19:00
円形ホール ￥2,500（全席自由）会 料

●ピアノ／國友章太郎　尺八／山﨑箜山　他

5月26日（火） 19 :00 チャイコフスキー・シンフォニー・オーケストラ
（旧モスクワ放送交響楽団）

福岡シンフォニーホール会

●指揮／ウラディーミル・フェドセーエフ　ヴァイオリン／ワディム・レーピン
●曲目／チャイコフスキー：ヴァイオリン協奏曲、交響曲第５番　他 （Pコード 251-203）

GS:￥15,000　S:￥13,000　A:￥11,000　B:￥9,000（学生券:￥4,500）料

5月29日（金） 19:00 五嶋龍ヴァイオリン・リサイタル2015
福岡シンフォニーホール会

●ピアノ／マイケル・ドゥセク
●曲目／ベートーヴェン：ヴァイオリン・ソナタ第９番「クロイツェル」　他

（Pコード 246-709）

S:￥7,500　A:￥6,500　B:￥5,500（学生券:￥2,700）料

3月15日（日） 15 :00 東京都交響楽団
創立50周年記念 福岡特別公演

福岡シンフォニーホール会
●指揮／エリアフ・インバル
●曲目／ブルックナー：交響曲 第４番 「ロマンティック」　他 （Pコード 220-164）

S:￥6,000　A:￥4,500　 B:￥3,000　（学生各席半額）料

3月24日（火） 18 :30 錦織健プロデュース・オペラvol.6
モーツァルト「後宮からの逃走」

福岡シンフォニーホール会
●出演／佐藤美枝子、錦織健　他 　＊全３幕、原語上演・台詞日本語、日本語字幕付（Pコード 244-056）

S:￥12,000　A:￥10,000　B:￥8,000（学生席:￥4,000）料

6月18日（木） 19 :00 カレファックス・リード・クインテット・アムステルダム
福岡シンフォニーホール会

●曲目／チャイコフスキー /デューク・エリントン：ジャズ組曲「くるみ割り人形」　他
全席指定￥3,000（学生券￥1,500）料 （Pコード 253-089）

6月9日（火） 1 2 : 0 0
アクロス・ランチタイムコンサートvol.44

ランチ de コンチェルト

●曲目／モーツァルト：ピアノ協奏曲　他 （Pコード 253-086）

会 福岡シンフォニーホール ￥1,000（全席自由）料

3月1日（日）発売

7月4日（土） 1 5 : 0 0 プラハ放送交響楽団
福岡シンフォニーホール会

●指揮／オンドレイ・レナルト　●曲目／スメタナ：連作交響詩「我が祖国」

（Pコード 253-092）

S:￥10,000　A:￥8,000　B:￥6,000　C:￥4,000（学生券:￥2,000）料

3月26日（木） 18 :30 billboard classics
「玉置浩二 プレミアム・シンフォニック・コンサート2015」

（Pコード 252-124）会 福岡シンフォニーホール SS:￥10,800　S:￥9,800料

5月10日（日） 14 :00 九州管楽合奏団演奏会2015
福岡シンフォニーホール会

●指揮／ヨハン・デ・メイ　●曲目／交響曲 第３番「プラネット・アース」　他
一般:￥3,000　学生（小学生～大学生）:￥1,500料

（Pコード 252-560）

5月20日（水） 19 :00 ウィーン少年合唱団
福岡シンフォニーホール会 S:￥6,000　A:￥4,000　学生:￥3,000料 （Pコード 252-568）

5月27日（水） 19 :00 福岡・天神　薪能2015
福岡シンフォニーホール会 ●出演／山本東次郎　他全席指定:￥4,500料 （Pコード 441-818）

6月17日（水） 19 :00 小曽根真プレミアム ピアノソロ “クラシック×ジャズ”
福岡シンフォニーホール会

●曲目／ガーシュウィン：ラプソディ・イン・ブルー　他
S:￥6,000　A:￥5,000　学生:￥2,500料

（Pコード 253-545）

2月22日（日）発売

7月24日（金） 18 :30 ロシア国立交響楽団
福岡シンフォニーホール会

●指揮／ヴァレリー・ポリャンスキー　●曲目／チャイコフスキー：交響曲第４番、第５番、第６番
S:￥12,000　A:￥9,000　B:￥6,000（学生券￥3,000）料 （Pコード 254-381）

4月11日（土） 14 :00 ズーラシアンブラスとなかまたちの音楽の絵本“ブリランテ”
福岡シンフォニーホール会

●曲目／アナと雪の女王よりLet it Go、マンボNo.5　他
料

（Pコード 251-345）

S:￥3,500　A:￥3,000　B:￥2,500　C:￥2,000　（当日券500円増）

6月26日（金） 18 :30 ハンガリー国立歌劇場
オペラ　モーツァルト「フィガロの結婚」

福岡シンフォニーホール会 （Pコード 251-204）

GS:￥18,000　S:￥16,000　A:￥14,000　B:￥12,000（学生券:￥6,000）料
　＊全４幕、原語上演（日本語字幕付）

©池本さやか©池本さやか

©Rikimaru Hotta©Rikimaru Hotta©Yuji Hori©Yuji Hori
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開館20周年特別企画

「アクロスアーカイブ2012-2013」
「来演者インタビュー～安永徹・市野あゆみ」

大作曲家の横顔
「チャイコフスキー」♯02

目指せ！世界遺産
「明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域＜7＞（三池炭鉱・三池港④）」

特

集

アクロス福岡開館20周年記念 無料招待公演
アクロス  バースデーコンサート
安永徹・市野あゆみ＆九州交響楽団



耳より情報
アクロス福岡

開館20周年に寄せて

　１９９５（平成７）年４月２９日に旧福岡県庁跡地にオープンし

た「アクロス福岡」は、この４月に開館満２０周年を迎えます。

　おかげさまで、今春、アクロス友の会の会員数は４,５００名を

超え、福岡シンフォニーホールの通算入場者数も５５０万人に

達しました。毎年、このホールに３０万人近い方 を々お迎えして

いることになります。

　これもひとえに、皆様方のご理解、ご支援の賜物と厚く御礼

申し上げます。

　本誌では、昨年の４月号から１年にわたり特別企画として、

これまでご公演いただいた方々やお世話になった方々にご登

場いただき、アクロス福岡での思い出や、私どもへのメッセージ

をいただきました。特に、アクロス福岡の顔である福岡シンフォ

ニーホールは、多くのマエストロやアーティストの皆様に「演奏

しやすいホールだ」「素晴らしい響きで最高のホールの一つ」

と過分なお褒めの言葉をいただき、大変嬉しく思っています。

　この２０年間の主催公演やイベント等を振り返った「アクロス

アーカイブ」のページでもご紹介してきましたが、アクロス福岡

では、世界有数の演奏家の公演だけではなく、地域との関わ

りを深める取り組みにも挑戦してまいりました。アクロス福岡の

新たな魅力として定着しつつあるお昼や午後の気軽なコン

サート、クラシックの楽しさに接していただける無料コンサート

やセミナー、未就学児のための企画、小学校や美術館等への

訪問コンサート、アクロス友の会会員向けの歌声講座、地域

の優れた文化を紹介する「アクロス福岡文化誌シリーズ」の

刊行や伝統的工芸品等を紹介する企画展、美術館とタイアッ

プしたセミナーなどを行っているところです。

　４月２９日には、２０余年前の建設当時、残響時間２.４秒（満

席時で２.２秒）と世界有数のホールづくりに音響面や舞台設

計でいろいろアドバイスいただいたヴァイオリニストの安永徹、

ピアニストの市野あゆみご夫妻をお迎えして行う「アクロス

バースディコンサート」を開催いたします。是非、２０年間の

数々の素晴らしい演奏家の音を吸収し一段と厚みを増した

ホールの響きをお楽しみいただければと思っています。

　離陸の最初の１０年、安定飛行の次の１０年を終え、アクロス

福岡は次の飛躍の１０年に向けて新たな挑戦をしてまいります。

　皆様方のなお一層のご理解、ご支援を賜りますようお願い

申し上げます。

アクロス福岡
館長 本田正寛

サイドストーリー

日本にコンサートホールが
次々と誕生した時代

　アクロス福岡が開館したのは

1995年だが、それは日本各地に

コンサートホールが誕生した時

代でもあった。同じ年に京都コン

サートホールが開館、1997年に

は札幌コンサートホールKitara、

東京にすみだトリフォニーホール

が開館した。本格的なクラシック

音楽のコンサートを行える会場

が1980年代には数少なかった

ことを思えば、今では日本各地に

立派なコンサートホールがある

時代になったと言えるだろう。九

州でも、北九州市立響ホール、宮

崎県立芸術劇場が1993年に、

長崎ブリックホールは1998年に

開場している。　

　世界各地から日本にやって来

る演奏家の多くが驚くのが、日本

の新しいコンサートホールの音

響の素晴らしさ。ヨーロッパやア

メリカでは古い施設が多いから、

なおさらそう思うのだろう。

2015年にはパリ市の新しいコン

サートホールが開場するが、パリ

の音楽ファンはようやくちゃんと

した音響のホールが出来ると期

待しているようだ。日本の優れた

コンサートホールの数々。これを

もっと活用していかなければ、と

思う。

日　　時　2015年4月29日［水・祝］15:00開演
会　　場　福岡シンフォニーホール
料　　金　無料招待（要入場券）
出　　演　ヴァイオリン：安永徹　ピアノ：市野あゆみ
　　　　　オーケストラ：九州交響楽団
曲　　目　エルガー：弦楽セレナード
　　　　　モーツァルト：ピアノ協奏曲第24番
　　　　　ハイドン：交響曲 第88番「Ｖ字」
　　　　　　　　　  交響曲 第92番「オックスフォード」
募集人数　1,800名（応募多数の場合は抽選）
　　　　　※小学校入学前のお子さまは
　　　　　　ご入場できません
応募方法　往復はがきに必要事項（記入例参照）を
　　　　　記入のうえお申し込みください。
　　　　　（一人一枚限り。２名まで申込可。）
応募締切　２月28日（土）※当日消印有効
結果通知　３月下旬に返信はがきにて通知

アクロス福岡開館20周年記念
アクロス・バースデーコンサート
安永徹・市野あゆみ＆九州交響楽団

・安永徹・市野あゆみ

アクロス福岡 開館20周年記念 無料招待公演アクロス福岡 開館20周年記念 無料招待公演
アクロス バースデーコンサートアクロス バースデーコンサート

片桐　卓也 （かたぎり　たくや）
1956年福島県生まれ。音楽ジャーナリスト
として「音楽の友」「モーストリー・クラシッ
ク」誌などに執筆を続けるほか、NHK･FM、
J-WAVEなどラジオでもクラシック情報を
発信している。
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て
い
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
場

合
、自
作
の
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
は
、自
分
で
ピ
ア
ノ
を
弾
き
な
が
ら
、オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮
し
て
い
た
。
ハ
イ
ド
ン
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
大
貴
族

で
あ
っ
た
エ
ス
テ
ル
ハ
ー
ジ
家
に
仕
え
て
い
て
、
そ
の
エ
ス
テ
ル
ハ
ー

ジ
家
が
所
有
す
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
に
た
く
さ
ん
の
交
響
曲
を

書
い
た
。
た
だ
し
、
そ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
全
体
で
も
10
数
人
で
、

ハ
イ
ド
ン
自
身
も
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
パ
ー
ト
を
演
奏
し
て
い
た
と
言

わ
れ
る
。「
V
字
」
と
「
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
」
は
ハ
イ
ド
ン
が
50
代

の
円
熟
期
の
傑
作
で
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
規
模
は
や
や
大
き
め
だ
が
、

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
に
比
べ
る
と
楽
器
の
数
な
ど
は
少
な
い
。
そ
ん
な

古
典
派
の
時
代
の
演
奏
ス
タ
イ
ル
を
再
現
す
る
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、

シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
新
し
い
１
ペ
ー
ジ
を
刻
む
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。

＊
安
永
徹
、
市
野
あ
ゆ
み
、
両
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
は
P
6
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ゆ
か
り
あ
る
演
奏
家
た
ち
と一緒
に
祝
お
う
！

 
４
月
29
日
は
ア
ク
ロ
ス
の
20
回
目
の
誕
生
日

①希望人数　※２名枚まで申込可

②氏名（ふりがな）　　　　年齢
　ご同伴者名（ふりがな）　年齢

③住所

④電話番号

⑤今回の募集を知ったきっかけを
　Ａ～Ｇより選び必ずご記入くだ
　さい。

　　Ａ：福岡県だより
　　Ｂ：ホームページ
　　Ｃ：情報誌ACROS
　　Ｄ：新聞広告
　　Ｅ：友の会案内チラシ
　　Ｆ：ポスター
　　Ｇ：その他（具体的にお書きください）

　　　

ご本人様の郵便番号・住所・
氏名を必ずご記入ください

福岡市中央区天神
１-１-１-２Ｆ

何も記入されないよう
お願いいたします
（当方からの通信欄と
 して使用します）

（公財）アクロス福岡事業部
「アクロス・
 バースデーコンサート」係

8 1 0 0 0 0 1
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若
い
演
奏
家
、
聴
衆
の
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

始
動
（
現
在
も
継
続
中
）。「
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ

ン
フ
ン
推
薦
に
よ
る
若
い
演
奏
家
と
九
州

交
響
楽
団
の
饗
宴
」（
6
月
3
日
）
で
は
、

若
き
指
揮
者
、

そ
し
て
声
楽
家

た
ち
が
九
州
交

響
楽
団
と
共
演

し
、
輝
か
し
い
未

来
を
感
じ
さ
せ

る
演
奏
を
披
露

し
て
く
れ
ま
し

た
。
ま
た
、「
チ
ョ

ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン

＆
青
少
年
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
と
の

饗
宴
」（
7
月

31
日
）
で
は
、

マ
エ
ス
ト
ロ
か
ら

直
接
発
さ
れ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
に

熱
心
に
耳
を
傾

け
、
驚
く
ほ
ど

演
奏
が
変
わ
っ

て
い
く
学
生
た

ち
が
印
象
的
で
し
た
。
そ
の
翌
日
に
開
催

さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
・
フィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
」
を
含
め
、こ
の
年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
総
評
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
チ
ョ
ン
・
ミ
ョ

ン
フ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
特
設
ペ
ー
ジ
」で
紹
介

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢
」

が
、
指
揮
に
ア
シ
ュ
ケ
ナ
ー
ジ
、ピ
アノ
に
辻

井
伸
行
を
迎
え
た
夢
の
共
演
で
ア
ク
ロ
ス

福
岡
に
初
登
場
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の「
バ
レ
エ
音
楽〝
プ
ロ

メ
テ
ウ
ス
の
創
造
物
〞」
序
曲
、シ
ョ
パ
ン
の

「
ピ
アノ
協
奏
曲 

第
2
番
」ほ
か
。

　
ワ
ー
グ
ナ
ー
生
誕
２
０
０
年
だ
っ
た
こ
の

年
に
、
上
演
時
間
約
５
時
間
と
い
う
壮
大

な
ス
ケ
ー
ル
で
、「
東
京
フィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交

響
楽
団〝
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
〞」
を
開

催
し
ま
し
た（
コ
ン
サ
ー
ト
・
ス
タ
イ
ル
）。
指

揮
は
世
界
的
マ
エ
ス
ト
ロ
、チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン

フ
ン
。
又
、
公
演
に

先
駆
け
て
、
音
楽

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

池
田
卓
夫
氏
を
ナ

ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
迎

え
、
特
別
セ
ミ
ナ
ー

を
実
施
。
よ
り
濃

厚
な
ワ
ー
グ
ナ
ー
の

世
界
を
お
楽
し
み

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
34 「
風LaLa

合
唱
団
〜
歌
声
は
風
に
の
っ
て
〜
」

ア
ク
ロ
ス
・
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ 

第
２
回
公
演　

指
揮
／
チョン
・
ミ
ン

ウ
ィ
ー
ン
少
年
合
唱
団

ス
ト
ラ
デ
ィ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス 

サ
ミ
ッ
ト
・
コ
ン
サ
ー
ト
２
０
１
３

コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ヴ
ォ
カ
ー
レ
＆
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
管
弦
楽
団　

指
揮
／
フィ
リ
ッ
プ
・ヘレ
ヴェッヘ

タ
リ
ス
・
ス
コ
ラ
ー
ズ　

指
揮
／
ピ
ー
タ
ー
・フィ
リ
ッ
プ
ス

チ
ョ
ン･

キ
ョ
ン
フ
ァ 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル　
ピ
アノ
／
ケ
ヴィン
・
ケ
ナ
ー

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
立
歌
劇
場 

ヴ
ェ
ル
デ
ィ「
椿
姫
」

プ
ラ
ハ
放
送
交
響
楽
団　

指
揮
／
オ
ン
ド
レ
イ
・レ
ナ
ル
ト

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
35
「
ウ
ィ
ー
ン
の
風
を
あ
な
た
に
！
」

東
京
バ
レ
エ
団 

子
ど
も
の
た
め
の
バ
レ
エ「
ね
む
れ
る
森
の
美
女
」

ア
ク
ロ
ス
弦
楽
合
奏
団 

第
７
回
定
期
演
奏
会

ア
ク
ロ
ス
・
ち
び
っ
こ
コ
ン
サ
ー
ト 

こ
ど
も
の
た
め
の
オ
ペ
ラ
「
羊
飼
い
と
狼
」

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
36
「
ダ
ネ
ル
弦
楽
四
重
奏
団
」

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢

指
揮
／
ウ
ラ
ディ
ー
ミ
ル
・
ア
シュ
ケ
ナ
ー
ジ　
ピ
アノ
／
辻
井
伸
行

フ
ラ
ン
ス
国
立
放
送
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団　

指
揮
／
チョン
・
ミ
ョン
フ
ン

ア
ク
ロ
ス
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
10

　
「
フ
ォ
ル
ク
ハ
ル
ト
・
シ
ュ
ト
イ
デ 

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
」　
ピ
アノ
／
三
輪 

郁

ア
ク
ロ
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ふ
ぇ
す
た

ブ
ル
ー
ノ
＝
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ゲ
ル
バ
ー 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

プ
ラ
ハ
国
立
歌
劇
場　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
魔
笛
」

バ
レ
エ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
３

２
０
１
３
青
少
年
の
た
め
の
一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト
〜
子
ど
も
の
た
め
の
指
定
席
〜

指
揮
＆
レ
ク
チ
ャ
ー
／
岩
村
力　
ピ
アノ
／
熊
本
マ
リ

ア
ク
ロ
ス
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
11

　
「
第
８
回
浜
松
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
優
勝
者
リ
サ
イ
タ
ル
」　

ピ
アノ
／
イ
リ
ヤ
・
ラ
シュコ
フ
ス
キ
ー

東
京
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団
「
ト
リ
ス
タ
ン
と
イ
ゾ
ル
デ
」〝
コ
ン
サ
ー
ト
ス
タ
イ
ル
・
オ
ペ
ラ
〞

指
揮
／
チョン
・
ミ
ョン
フ
ン　
テノ
ー
ル
／
ジョン
・マッ
ク
・マス
タ
ー　

ソ
プ
ラノ
／
イ
ルム
ガ
ル
ド
・フィ
ル
スマ
イ
ア
ー　
ほ
か

ジ
ャ
ン
＝
マ
ル
ク
・
ル
イ
サ
ダ 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ク
リ
ス
チ
ャ
ン･

ツ
ィ
メ
ル
マ
ン 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ア
ク
ロ
ス
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト 

パ
ギ
ャ
グ
ニ
ー
ニ

月月月月月月月月月月月月月月 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 月月月月月月月月月月月月月月月月月

舞
台
芸
術

2013

九
州
交
響
楽
団
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

〜
華
麗
な
る
ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
の
饗
宴
〜

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団　

特
別
演
奏
会　

指
揮
／
フ
ァ
ビ
オ
・ル
イ
ー
ジ 

ピ
アノ
／
ル
ド
ル
フ
・
ブ
フ
ビ
ン
ダ
ー

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
37

　
「
釜
山
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
ユ
ー
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
交
響
楽
団　

指
揮
／
ユ
ー
リ
・
テ
ル
ミ
カ
ー
ノ
フ　
ピ
アノ
／
エ
リ
ソ
・ヴィ
ル
サ
ラ
ー
ゼ

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
38

　
「
モ
ー
レ
ツ
ラ
ッ
パ
が
爆
発
す
る
!!
K
U
W
A
☆
M
A
N
ス
ー
パ
ー
・
ブ
ラ
ス
」

月月月月月月月月月月月月

2014
ア
ク
ロ
ス
ど
ん
た
く
演
舞
台
／
第
16
回
女
性
伝
統
工
芸
士
展
〜
工
芸
品
の
あ
る
暮
ら
し
〜

作
家
と
と
も
に
／
ア
クロス
福
岡
文
化
誌
第
6
巻『
福
岡
県
の
神
社
』発
刊
記
念
講
演
「

神
々

の
成
立
と
福
岡
県
の
神
社
」
／
遊
べ
る
！
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
ト
展
〜
音
と
リ
ズム
、
五
感
も
踊

る
不
思
議
体
験
〜
／
ア
クロス
・
お
正
月
企
画
第
6
回
楽
し
く
遊
ぼ
う
！
か
る
た
祭
り
／
ア

クロス
福
岡
文
化
誌
「
福
岡
の
町
並
み
」
現
地
講
座
（
全
４
回
）

（
通
年
事
業
）
ア
ク
ロ
ス
福
岡
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
セ
ミ
ナ
ー
＆
受
講
生
発
表
会
／
フ
ロ
アコン
サ
ー

ト
／
ク
ラ
シッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
／
ミ
ュ
ー
ジッ
ク
☆
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
／
ア
クロス
・
文
化
学
び
塾
／
匠

ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展
／
ホ
ワ
イ
エ
作
品
展
／
ア
ク
ロ
ス
・
レ
イ
ン
ボ
ー
コン
サ
ー
ト
／
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
・
コン
サ
ー
ト

そ
の
他
イ
ベン
ト

マ
ー
テ
ィ
ン･

ヘ
ル
ム
ヘ
ン
＆
ヴ
ェ
ロ
ニ
カ
・
エ
ー
ベ
ル
レ
＆
石
坂
団
十
郎 

ピ
ア
ノ･

ト
リ
オ

レ
・
ヴ
ァ
ン
・
フ
ラ
ン
セ

第
14
回
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
国
際
コ
ン
ク
ー
ル 

優
勝
者
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
セ
ル
ゲイ
・
ド
ガ
ー
ジ
ン　
チェロ
／
ナ
レ
ク
・
ア
フ
ナ
ジ
ャ
リ
ャン　

ピ
アノ
／
ダニ
ー
ル
・
ト
リ
フォ
ノ
フ

前
橋
汀
子
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
リ
サ
イ
タ
ル　
ピ
アノ
／
松
本
和
将

ア
ク
ロ
ス
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
７ 

　
「
プ
ラ
ジ
ャ
ー
ク
・
ク
ヮ
ル
テ
ッ
ト
＆
三
輪
郁
」

チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
推
薦
に
よ
る
若
い
演
奏
家
と
九
州
交
響
楽
団
の
饗
宴　

指
揮
／
チョン
・
ミ
ン　
ソ
プ
ラノ
／
キ
ャ
ス
リ
ー
ン
・
キ
ム　
テノ
ー
ル
／
アル
フ
レッ
ド
・
キ
ム

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
放
送
交
響
楽
団　

指
揮
／
パ
ー
ヴォ
・
ヤ
ル
ヴィ　
ピ
アノ
／
ア
リ
ス
＝
紗
良
・
オ
ッ
ト

ニ
ュ
ウ
ニ
ュ
ウ 

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
30 

　
「
水
船
桂
太
郎
＆
田
上
知
穂
の
お
し
ゃ
べ
り
コ
ン
サ
ー
ト
」

チ
ョ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ン
＆
青
少
年
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
の
共
演　

指
揮
／
チョン
・
ミ
ョン
フ
ン

ア
ジ
ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団　

指
揮
／
チョン
・
ミ
ョン
フ
ン

ア
ク
ロ
ス
弦
楽
合
奏
団 

第
６
回
定
期
演
奏
会

ア
ク
ロ
ス
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
８ 

　
「
宮
川
彬
良
＆
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
ベ
ガ
」

ア
ク
ロ
ス
・
ち
び
っ
こ
コ
ン
サ
ー
ト 

こ
ど
も
の
た
め
の
オ
ペ
ラ
「
泣
い
た
赤
鬼
」

ア
ク
ロ
ス
・
ア
フ
タ
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
９ 

　
「
新
イ
タ
リ
ア
合
奏
団
＆
ア
ン
ド
レ
ア
・
グ
リ
ミ
ネ
ッ
リ
」

ア
ク
ロ
ス
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
ふ
ぇ
す
た

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
31 「Trom

bone Q
uartet

〝TIN
TS”

」

松
本
バ
ッ
ハ
祝
祭
ア
ン
サ
ン
ブ
ル　

指
揮
・
チェン
バロ
／
小
林
道
夫

バ
ン
ベ
ル
ク
交
響
楽
団　

指
揮
／
ヘルベル
ト
・
ブ
ロ
ム
シュ
テ
ッ
ト

２
０
１
２
青
少
年
の
た
め
の
一
万
人
コ
ン
サ
ー
ト
〜
子
ど
も
の
た
め
の
指
定
席
〜

　

作
曲
家
が
見
た
も
の
、
聴
い
た
も
の
、
魅
せ
た
も
の　

指
揮
＆
レ
ク
チ
ャ
ー
／
岩
村
力

ソ
フ
ィ
ア
国
立
歌
劇
場　

マ
ス
カ
ー
ニ
「
カ
ヴ
ァ
レ
リ
ア
・
ル
ス
テ
ィ
カ
ー
ナ
」

　

プ
ッ
チ
ー
ニ
「
ジ
ャ
ン
ニ
・
ス
キ
ッ
キ
」

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
32 

　
「
フ
ィ
リ
ッ
プ
・
ジ
ュ
ジ
ア
ー
ノ　

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
」

ア
ク
ロ
ス
・
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト  

ソ
ノ
ス
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

月月月月月月月月月月月月月月月月 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月 月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

舞
台
芸
術

2012

九
州
交
響
楽
団
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

〜
華
麗
な
る
ウ
ィ
ン
ナ
・
ワ
ル
ツ
の
饗
宴
〜

指
揮
／
現
田
茂
夫　
ソ
プ
ラノ
／
鈴
木
慶
江

プ
ラ
ハ
国
立
劇
場
オ
ペ
ラ　

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
「
フ
ィ
ガ
ロ
の
結
婚
」　

指
揮
／ 

ヤ
ン
・ハルペツ
キ
ー　

演
出
／
ヨ
ゼ
フ
・
プ
ル
ー
デ
ク

東
京
バ
レ
エ
団
﹇
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
ガ
ラ
﹈　

出
演
／
上
野
水
香　
ほ
か　

演
目
／
ボ
レロ　
ほ
か

ア
ク
ロ
ス
・
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

vol.
33 

　
「
ア
キ
ラ
さ
ん
か
ら
大
人
に
贈
る  

お
昼
だ
っ
て
室
内
楽
♪
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
交
響
楽
団　

特
別
演
奏
会　

指
揮
／ 

ディエ
ゴ
・マ
テ
ウ
ス　
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
ギ
ル
・
シ
ャハム

月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

2013
ア
クロス
ど
ん
た
く
演
舞
台
／
ア
クロス
福
岡
文
化
誌
第
7
巻
『
福
岡
県
の
名
城
』
発
刊
記

念
講
演
「
福
岡
県
の
城
」
／
第
17
回
女
性
伝
統
工
芸
士
展
〜
は
ば
た
く
…
時
代
を
こ
え

て
〜
作
家
と
と
も
に
／
ア
クロス
福
岡
文
化
誌「
福
岡
県
の
名
城
」現
地
講
座
＆
講
座
シ
リ
ー

ズ
／
遊
べ
る
！
デ
ジ
タル
ア
ー
ト
展
〜
音
と
映
像
、
ぼ
く
ら
の
フ
シ
ギ
体
験
〜
／
第
７
回
楽
し

く
遊
ぼ
う
！
か
る
た
祭
り

（
通
年
事
業
）
ア
ク
ロ
ス
福
岡
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
セ
ミ
ナ
ー
＆
受
講
生
発
表
会
／
オ
ペ
ラ
セ
ミ
ナ
ー

／
フ
ロ
アコン
サ
ー
ト
／
ク
ラ
シッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
／
ミ
ュ
ー
ジッ
ク
☆
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
／
ア
ク
ロ
ス
・

文
化
学
び
塾
／
匠
ギ
ャ
ラ
リ
ー
企
画
展
／
ホ
ワ
イ
エ
作
品
展
／
ア
クロス
・レ
イ
ン
ボ
ーコン
サ
ー

ト
／
ミュ
ー
ジ
アム
・
コン
サ
ー
ト

そ
の
他
イ
ベン
ト

05 042015.March 2015.March
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来演者インタビュー 10
ピックアップイベントピックアップイベント今月今月

の

曲目・演目

アイコンの説明：

会場

日時

料金

出演・講師
各種コンサートやイベント、クラシックセミナー、オペラセミナー
などに関するお問い合わせはコチラ

アクロス福岡チケットセンター ☎ 092-725-9112
交流ギャラリー、文化学び塾、文化誌講座などに関するお問い
合わせはコチラ

文化観光情報ひろば ☎ 092-725-9100
定員

お問い合わせ

Yasunaga Toru

ヴァイオリニスト

安永 徹

Ichino Ayumi

ピアニスト

市野 あゆみ

― 

開
館
前
か
ら
ず
っ
と
私
た
ち
に
お

付
き
合
い
い
た
だ
い
て
い
る
お
二
人

で
す
が
、
20
周
年
を
迎
え
た
ア
ク
ロ

ス
に
対
す
る
思
い
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

市
野　

開
館
の
２
年
ほ

ど
前
に
、
当
時
の
担
当

者
か
ら
備
品
や
細
部
に

つ
い
て
の
ご
相
談
を
受

け
ま
し
た
。
二
千
人
規
模
の
専
用

ホ
ー
ル
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
素

晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

い
い
ホ
ー
ル
が
あ
れ
ば
海
外
か
ら
い

い
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
く
る
と
い
う
こ

と
に
繋
が
り
、
つ
い
て
は
福
岡
の
皆

さ
ま
に
も
い
い
演
奏
会
を
聴
い
て
も

ら
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
ね
。

安
永　

と
に
か
く
響
き
が
素
晴
ら
し

く
、
日
本
有
数
の
ホ
ー
ル
だ
と
思
い

ま
す
。

― 

具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
ア
ド
バ

イ
ス
を
さ
れ
た
の
で
す
か
？

安
永　

当
時
私
が
在
籍
し
て
い
た
ベ

ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル
に
担
当
者
た
ち
が

来
ら
れ
て
椅
子
や
譜
面
台
な
ど
の
ご

相
談
を
受
け
ま
し
た
。
数
種
類
の
椅

子
と
譜
面
台
を
同
じ
メ
ー
カ
ー
に
発

注
し
て
い
ま
し
た
ね
。
素
晴
ら
し
い

演
奏
を
す
る
た
め
に
は
、
椅
子
は
大

切
な
の
で
す
。

市
野　

ピ
ア
ノ
の
台
数
や
種
類
の
提

案
を
し
ま
し
た
が
、
何
よ
り
湿
度
温

度
の
管
理
が
完
璧
に
で
き
て
、
４
台

ぐ
ら
い
で
も
入
る
大
き
な
楽
器
庫
を

必
ず
作
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
こ
と

を
強
く
お
願
い
し
ま
し
た
。
管
理
さ

え
し
っ
か
り
し
て
い
れ
ば
ピ
ア
ノ
は

長
持
ち
し
ま
す
。
結
果
、
と
て
も
素

晴
ら
し
い
楽
器
庫
を
作
っ
て
く
だ

さ
っ
た
の
で
、
20
年
経
っ
た
今
で
も
、

ア
ク
ロ
ス
の
ピ
ア
ノ
は
非
常
に
良
い

状
態
で
す
ね
。

安
永　

ス
テ
ー
ジ
の
ひ
な
壇
は
自
動

昇
降
式
に
し
た
方
が
い
い
と
い
う
提

案
も
し
ま
し
た
。
手
作
業
で
組
み
立

て
る
の
は
と
て
も
大
変
で
す
し
、
室

内
楽
で
ひ
な
壇
の
高
さ
を
微
調
整
す

る
こ
と
で
、
響
き
を
変
え
る
役
目
も

果
た
せ
ま
す
か
ら
。

―
”ホ
ー
ル
も
楽
器
で
あ
る
“と
い
い

ま
す
が
、
1
9
9
5
年
に
最
初
に
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
て
い
た
だ
い
た
と
き

と
現
在
で
は
、
ス
テ
ー
ジ
の
上
で
違

い
を
感
じ
ま
す
か
？

安
永　

感
じ
ま
す
。
音
が
落
ち
着
い

て
い
ま
す
。

市
野　

オ
ー
プ
ン
当
初
は
音
が
少
し

硬
く
て
、「
出
来
た
て
だ
な
」
と
い
う

感
じ
が
し
ま
し
た
が
、
響
き
が
豊
か

で
と
て
も
よ
か
っ
た
の
で
、
そ
の
時

演
奏
し
た
１
曲
を
Ｃ
Ｄ
に
入
れ
て
い

ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

アクロス福岡とのお付き合いは20年超！
ホールの魅力を熟知していただいている
ヴァイオリニスト安永徹さんと、ピアニス
ト市野あゆみさんにお話を伺いました。
本号ではアクロスオープン時のエピソー
ドなど、次号では、4月29日（水・祝）に
開催するバースデーコンサートへの思い
を中心にお届けいたします。

来
演
履
歴（
ア
ク
ロ
ス
福
岡
主
催
公
演
）

◆ 

1
9
9
5
年

　

安
永
徹
＋
市
野
あ
ゆ
み 

ソ
ナ
タ
演
奏
会

◆ 

1
9
9
6
年

　
ベ
ル
リ
ン
・
ト
リ
オ

◆ 

1
9
9
7
年

　

安
永
徹
・
市
野
あ
ゆ
み
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

　

と
ピ
ア
ノ
に
よ
る
デ
ュ
オ
・
コ
ン
サ
ー
ト

◆ 

2
0
0
0
年　

　

台
湾
弦
楽
団
と
安
永
徹
・
市
野
あ
ゆ
み
・

　

九
響
メ
ン
バ
ー 

ジ
ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト

◆ 

2
0
0
0
年

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
の
た
め
の
デ
ュ
オ
セ

　

ミ
ナ
ー

◆
2
0
0
2
年

　

安
永
徹 

市
野
あ
ゆ
み
と
ベ
ル
リ
ン
・
フ
ィ
ル 

　

室
内
楽
の
仲
間
た
ち

◆
2
0
0
5
年

　

安
永
徹
＆
市
野
あ
ゆ
み
プ
レ
ゼ
ン
ツ

　

ア
ク
ロ
ス
・
ウ
ィ
ン
タ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

◆
2
0
0
7
年

　

安
永
徹
・
市
野
あ
ゆ
み
＆
九
州
交
響
楽
団

◆
2
0
1
0
年

　

ア
ク
ロ
ス
福
岡
バ
ー
ス
デ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　

安
永
徹
・
市
野
あ
ゆ
み
＆
F
r
i
e
n
d
s

※ 

4
月
29
日
（
水
･
祝
）「
ア
ク
ロ
ス
福
岡
開

館
20
周
年
記
念 

ア
ク
ロ
ス
・
バ
ー
ス
デ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
安
永
徹
・
市
野
あ
ゆ
み
＆
九
州
交
響

楽
団
」
詳
細
お
よ
び
無
料
招
待
応
募
方
法

（
2
月
28
日
締
切
）は
、
P
2
、
3
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

絶賛のインバル＆都響、得意のブルックナーで登場

国内屈指のスーパーチェロアンサンブルが登場！！
ランチタイムにランチ価格にて、シンフォニーホールで音楽をお楽しみ
いただいております「ランチタイム・コンサート」。
今回は、東京都交響楽団が誇るチェロ・セクション10名の個性を
活かした多彩な演奏スタイル、高い演奏能力、そして絶妙な掛け合
いから紡ぎだされる
美しいサウンドにご
期待ください。

東京メトロポリタンスーパーチェロアンサンブル

アクロス・
ランチタイムコンサートvol.43

音楽 Music
3/16 月

東京都交響楽団
創立50周年記念 福岡特別公演

音楽 Music
3/15 日

福岡シンフォニーホール 15:00開演　
S席:¥6,000　A席:¥4,500　B席:¥3,000　（学生各席半額）

ワーグナー：楽劇《トリスタンとイゾルデ》より「前奏曲と愛の死」
ブルックナー：交響曲 第4番 変ホ長調《ロマンティック》
　　　　　   （ノヴァーク版、1878/80）

指揮／エリアフ・インバル

未来の音楽家を目指して！レッスンの成果を披露
アクロス弦楽合奏団コンサートマスターの景山誠治氏を講師に迎え、
平成8年度から開催している「ヴァイオリンセミナー」。
平成26年度は小学6年生から高校2年生までの8名の受講生が、
それぞれの目標に向かって1年間の本格的なレッスン、日々 の練習に
励んできました。これまでに培われた音
楽表現、そして彼らの情熱あふれる熱
演にどうぞご期待ください。

※平成27年度受講生を募集しています
（3/8まで）。詳しくは、P15またはアクロ
ス福岡ホームページをご覧ください。

1991年に初登壇して以来、20年以上にわたって共演を重ねてき
たインバルと都響。両者の信頼によって築き上げられた円熟の音
色が、5年ぶりに福岡シンフォニーホールに響きます。音楽に耽溺
しすぎないインバルと、美しく豊潤なアンサンブルが強みの都響に
ふさわしいブルックナーのシンフォニー第４番《ロマンティック》。
やはりインバルが得意とす
るワーグナーの神秘的な
響きとあわせて、ロマン派
の傑作2曲をたっぷりとお
楽しみください。

平成26年度　アクロス福岡
ヴァイオリンセミナー受講生発表会

音楽 Music
3/22 日

福岡シンフォニーホール
14:00開演　
入場無料（要整理券）
講師／景山誠治 
ピアノ／柳瀬直子 

福岡シンフォニーホール
12:00開演　
¥1,000（全席自由）
ピアソラ：リベルタンゴ
ロージャース：『サウンド・オブ・ミュージック』より　ほか（平成25年度発表会）

©池本さやか

©椎原一久

©東京都交響楽団

求菩提山は、周防灘に面した福岡県豊前市に聳えています。古くか
ら聖地として信仰をあつめるこの山とその周辺には、個性ゆたかな古
仏や古神像が今も伝えられています。如法寺のおおらかな仁王像、
千手観音堂の堂々たる千手観音立像、求菩提資料館の仏像と神像
の数 を々はじめとする、平安時代後期に遡る尊像群は、求菩提山なら
ではの趣を醸し出しています。今回はそれらの尊像を、お寺やお堂、
資料館をバスで巡りながら、解説
付きで拝観してゆきます。

アクロス福岡文化誌
「福岡県の仏像」現地講座

霊峰求菩提山の神仏礼拝 バスハイク
く     ぼ    て    さん

文化 Culture
3/1 日

8:30~17:30（予定）
¥6,500

講師／井形 進
　　　（九州歴史資料館学芸員）

定員40名（先着順）

０９２-７４１-４９２１
西鉄旅行天神支店バスハイク

如法寺　木造金剛力士立像
（北九州市立自然史・歴史博物館提供）

信仰の歴史を辿る旅へでかけませんか
そび

ね  ほう  じ

前 編

07 062015.March2015.March



世界遺産世界遺産世界遺産
World HeritageWorld HeritageWorld Heritage

目指せ

検索九州・山口、アジア地域の芸術文化や観光に関する情報を提供しています。
●祭・イベント情報などの観光情報　●文化活動・講座・募集情報
●コンサート・美術展・演劇などの文化情報　ほか

文化観光情報ひろば
アクロス福岡2F

10:00～18:00
TEL:092-725-9100

ボランティア通訳ガイド
福岡ＳＧＧクラブ

外国人旅行者の皆さま、旅のお手伝いいたします！
Provide you free sightseeing information!

フリーライター。著書に『クラシック・ゴシップ！』
（ヤマハミュージックメディア刊）などがある。 
書籍執筆には、『モーツァルトの「正しい」聴き
方』吉成順監修（続刊にベートーヴェン、バッ
ハ、ショパン） 、『樋口一葉と十三人の男たち』
木谷喜美枝監修、（いずれも青春出版社刊）
ほか多数ある。

http://d.hatena.ne.jp/ueharaakie2011/

上原章江（うえはらあきえ） 

●次号予告　J.S.バッハ ＃01

#02
法律学校に学んだ後、法務省に勤務しながらも音楽学校に入学
し、その後、法務省を辞職し、音楽に専念する。ヨーロッパ各地に滞
在し、オペラやバレエの成功、裕福なフォン・メック夫人の援助な
どで経済的に恵まれ、指揮活動も行いアメリカにも渡る。作風は西
欧の伝統を受け継いだ折衷派と呼ばれている。ペテルブルグで交
響曲第6番を自らの指揮で初演した直後に急死、死因は諸説ある。

　大作曲家の横顔
Pyotr Tchaikovsky
ピョートル・チャイコフスキー
（1840－1893・ロシア）

　
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
が
活
躍
し
た
こ

ろ
、音
楽
的
に
は
後
進
国
だ
っ
た
ロ
シ

ア
の
作
曲
家
た
ち
は
、ほ
と
ん
ど
が

「
食
え
な
い
」状
態
に
あ
っ
た
。み
ん
な

ほ
か
の
仕
事
も
し
て
い
て
、暮
ら
し
て

い
く
の
が
精
い
っ
ぱ
い
、と
い
う
の
が
普

通
だ
っ
た
の
だ
。

　

そ
う
し
た
中
で
、チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
だ
け
は
例
外
だ
っ
た
。彼
は
、最

初
の
う
ち
は
モ
ス
ク
ワ
音
楽
院
で
教

鞭
を
と
る
か
た
わ
ら
作
曲
活
動
を

行
っ
て
い
た
け
れ
ど
、数
年
後
に
は
音

楽
院
を
辞
め
て
作
曲
に
専
念
で
き

た
、稀
有
な
作
曲
家
な
の
だ
。

　

そ
も
そ
も
彼
は
、貴
族
の
特
権
を

与
え
ら
れ
た
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ

育
っ
た
お
坊
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。そ
の
せ
い

か
、大
人
に
な
っ
て
独
立
し
て
か
ら

も
、特
別
浪
費
家
と
い
う
わ
け
で
は
な

か
っ
た
も
の
の
、調
度
品
、服
装
、食
事

な
ど
に
、そ
れ
な
り
に
金
を
か
け
て
暮

ら
し
て
い
た
。

　
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
が
そ
ん
な
生
活

を
送
れ
た
最
大
の
理
由
は
、才
能
で

も
人
気
で
も
な
く
、ず
ば
り
、強
力
な

パ
ト
ロ
ン
が
い
た
か
ら
だ
。彼
は
、１
８

７
６
年
、36
歳
の
こ
ろ
よ
り
、約
14
年

間
に
わ
た
り
、大
富
豪
で
あ
る
メ
ッ
ク

夫
人
か
ら
多
額
の
援
助
を
受
け
て
い

た
の
で
あ
る
。彼
は
才
能
に
恵
ま
れ
て

い
た
が
、幸
運
に
も
恵
ま
れ
て
い
た
と

いっ
て
いい
だ
ろ
う
。

　
こ
の
夫
人
と
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

は
、〝
文
通
の
み
〞と
い
う
プ
ラ
ト
ニ
ッ

ク
な
関
係
を
貫
い
て
い
た
が
、精
神
的

に
大
変
深
い
つ
な
が
り
に
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
。

　

だ
が
、長
年
続
い
た
夫
人
か
ら
の
援

助
は
、あ
る
日
、「
経
済
状
況
が
悪
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
」と
い
う
理
由
で
、突

然
打
ち
切
ら
れ
た
。そ
れ
な
り
に
稼

げ
る
作
曲
家
に
な
っ
て
い
た
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
は
そ
の
言
葉
を
受
け
と
め
、

夫
人
と
文
通
だ
け
を
続
け
よ
う
と
し

た
が
、そ
の
後
夫
人
は
彼
か
ら
の
手

紙
を
す
べ
て
受
け
取
ら
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
。

　

実
は
、夫
人
の
経
済
状
況
が
悪
く

な
っ
た
と
い
う
の
は
、「
嘘
」だ
っ
た
。夫

人
が
突
然
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
と
の
関

係
を
断
ち
切
ろ
う
と
し
た
本
当
の
理

由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、ふ
た
り
の

作
曲
に
専
念
で
き
た
幸
運
の
果
て
に…

こ
と
が
モ
ス
ク
ワ
中
で
噂
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
か
ら
と
も
、夫
人
が
精
神
的
に

不
安
定
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

　

あ
と
か
ら「
自
分
は
嘘
を
つ
か
れ

た
」と
知
っ
た
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
は
生

涯
夫
人
を
許
さ
な
か
っ
た
と
い
う
。傷

つ
き
や
す
い
彼
の
こ
と
、お
金
云
々
で

は
な
く
、信
頼
し
て
い
た
夫
人
に
嘘
を

つ
か
れ
た
こ
と
が
、き
っ
と
た
ま
ら
な

く
寂
し
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

チャイコフスキー

2015年にユネスコの世界遺産登録をめざす「明治日本の産業革命遺
産 九州・山口と関連地域」。最終回は、「三池炭鉱」で採掘された石
炭を大型船で搬出するために築港された「三池港」についてみていき
ましょう。

日本一の干満差を克服した大港湾事業
　三池炭鉱で採掘された石炭が運ばれる有明海は、干満
の差が激しく干潮時には沖合数kmにわたり干潟が現れま
す。このため大型船の近接が難しく、1908（明治41）年
に「三池港」が完成するまで、石炭は大牟田川の河口から
艀でひいた小型船で、対岸の口之津（長崎県南島原市）ま
での約70kmを海上運送し、そこから大型船に積み替え
ていました。この非効率を解消するため、かねてから大
牟田に港の必要性を感じていた三池炭礦社の事務長・團 
琢磨は、1898（明治31）年にイギリスのニューキャッス
ルやリバプールなどで港湾施設や積込方式を視察後、
1902（明治35）年、三池港の築港に着手しました。三池
港の特徴は、長大な防砂堤や潮待ちのための内港を持ち、
ドック内の水位を干潮時でも8.5m以上に保つために閘門
（水門）が設けられている点です。これによって１万トン
級の大型船舶への直接の荷役が可能になり、港まで延長
された炭鉱専用鉄道と一体となって、坑口～鉄道～港の
一貫した石炭運搬が実現しました。

團琢磨の百年の計
　三池港の工事費は約376万円（現在の価値で約410億
円）と三井の社運をかけた大事業でした。しかし團琢磨は、
輸送コストなど経費削減効果が年間約80万円程度出ると
試算。実際に工事費を約７年で償却したといわれていま
す。築港に際して團琢磨は「石炭山の永久などということ
はありはせぬ。無くなるとまた野になってしまう。築港
をやれば、そこにまた産業を起こすことができる。築港
をしておけば百年の基礎になる」と述べています。その予
言通り「三池港」は100年経ったいまも現役で稼働し、当
時の姿のまま地域の産業と流通を支え続けています。

　これまで７回にわたりお届けしてきた「明治日本の産業
革命遺産　九州・山口と関連地域」。その世界遺産登録の
可否は、今年の６月28日から７月８日まで、ドイツのボ
ンで開催されるユネスコの第39回世界遺産委員会で決定
します。その日をみんなで期待しましょう。

くち  の　つはしけ

こうもん❷❷

①当時、最先端の土木技術と海外の資材が用いられた三池港。上から防砂堤、
内港、閘門、ドック。港の全形はハチ鳥がはばたく形状をしている。

②完成間近の閘門。扉はイギリス製。扉が隣接する部分には、水漏れ防止のた
めに南米から取り寄せた「グリーンハート」と呼ばれる水に強く、堅くて重い
木材を使用。最大幅18.5mの船舶の通過が可能。（閘門の見学はできません。
渡船場前の駐車場などからご覧ください。）

③完成した閘門を通過する汽船。

❸❸

❶❶

三池炭鉱・三池港に関する問い合わせ先
問  0944-41-2515（大牟田市企画総務部 世界遺産登録・文化財室）

お立ち寄りスポット
大牟田市石炭産業科学館
炭鉱のまちとして栄えた大牟田の歴史や炭鉱
技術の歩みなどを紹介する科学館。ダイナミッ
クトンネルでは、坑内で使われた電気機関車
や採炭用カッターなどを、音声ガイド付きで
展示紹介する。

住  大牟田市岬町６番地23　　時  9:30～17:00
休  月曜日（祝日の場合は翌日）　　￥  大人410円、子供200円
問  0944-53-2377　　交  西鉄バス「帝京大学福岡キャンパス」停より徒歩３分

◇ 明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域＜7＞（三池炭鉱・三池港④）◇ 明治日本の産業革命遺産 九州・山口と関連地域＜7＞（三池炭鉱・三池港④）

提供：国土交通省　九州地方整備局　博多港湾・空港整備事務所提供：国土交通省　九州地方整備局　博多港湾・空港整備事務所

「目指せ世界遺産」は、今回で終了いたします。次号からは新シリーズをお届けいたします。

2015.March09 082015.March



開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

3/ 5（木） 11:00〜17:00 Career Forum福岡会場
〜流通・サービス業界

2016年新卒予定者並びに既卒３年以内の方を対象にした就
職合同企業説明会。流通・サービス業界特別イベントです。

入場無料
（株）ディスコ　西部支社
キャリアフォーラム事務局
☎092-473-3392

7（土） 13:30〜15:00 平成26年度
公益財団法人福岡市スポーツ協会表彰式

福岡市のスポーツ普及振興に功績顕著な方、並びに競技力向
上に貢献された方に対し、表彰を行うものです。

入場無料（関係者のみ）
（公財）福岡市スポーツ協会
☎092-645-1221

28（土） 12:00〜17:00 スーパービジネスフォーラム ［2016卒学生対象就活イベント］
今年アクロス福岡で初開催！地元人気企業が多数参加します。

入場無料
（株）学情　福岡営業所
☎092-477-9190

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

3/ 1（日） 15:00〜17:00 森麻季ドラマチック・コンサート
〜荻野綾子の追憶に〜

福岡出身の国際的ソプラノ歌手、荻野綾子の追悼コンサート。
からたちの花、フランス歌曲他を、森麻季が絶唱します。

S席：¥5,000　A席：¥4,000　（当日¥500増）
学生券：¥2,000
荻野綾子顕彰会（おぎのあやこけんしょうかい）
☎092-541-8810／090-5927-3057

7（土） 18:00〜19:30 九州市民大学第29期講座　３月講演会
公開講座

講師／中田英寿（元サッカー日本代表）
テーマ／ReVALUE　NIPPON
　　　　〜日本の魅力再発見〜（仮）

¥2,500（2/23より事務局にて）
（当日券：¥3,000）
九州市民大学事務局
☎092-714-0066

8（日） 14:00〜16:00 北九州メモリアル女声合唱団
アクロス・シンフォニーホール公演

賛助出演／西南女学院高校音楽部OG会・母の会「ドルチェ」
指揮／完戸真人　ピアノ／吉冨淳子
曲目／ミュージカル「キャッツ」　他

入場無料（要整理券）
北九州メモリアル女声合唱団　持橋
☎090-7384-7090

13（金） 19:00〜21:00 クリス・ハート×九州交響楽団
クリスタル・シンフォニック・コンサート2015

“奇跡の歌声”クリス・ハートのフルオーケストラコンサート。
曲目／home
　　　糸
　　　まもりたい〜magic of a touch〜　他

S席：¥9,000　A席：¥8,000
B席：¥7,000
キョードー西日本
☎092-714-0159（10:00〜19:00）

15（日） 15:00 東京都交響楽団　創立50周年記念
福岡特別公演

指揮／エリアフ・インバル
曲目／ブルックナー：交響曲 第４番 変ホ長調《ロマンティック》
　　　（ノヴァーク版、1878/80）　他

（詳細は、Ｐ７を参照）

S席：¥6,000　A席：¥4,500
B席：¥3,000　（学生各席半額）
アクロス福岡チケットセンター
☎092-725-9112

16（月） 12:00 アクロス・ランチタイムコンサートvol.43
東京メトロポリタンスーパーチェロアンサンブル

曲目／ピアソラ：リベルタンゴ　他
（詳細は、Ｐ７を参照）

¥1,000（全席自由）
アクロス福岡チケットセンター
☎092-725-9112

18（水） 19:00〜21:00 岩崎宏美＆九州交響楽団
シンフォニックコンサート

岩崎宏美のヒット曲を九州交響楽団の演奏で聴かせる人気
企画の第三弾。
曲目／聖母たちのララバイ、ロマンス、思秋期　他

S席：¥8,500　A席：¥8,000　B席：¥7,500
ヨランダオフィス・チケットセンター
☎0570-033-337
　092-406-1771（PHS･IP）

21（土・祝） 15:00〜17:00 九響　親と子のためのコンサート 指揮とお話／青島広志　テノール／小野つとむ
曲目／ドヴォルザーク：交響曲 第９番「新世界より」第４楽章　他

大人：¥3,000　バルコニー（大人のみ）：¥2,500
子供（４才〜高校生）：¥1,500
九響チケットセンター
☎092-823-0101

22（日） 14:00 平成26年度　アクロス福岡
ヴァイオリンセミナー受講生発表会

講師／景山誠治　ピアノ／柳瀬直子
ヴァイオリンセミナー受講生８名が１年間のレッスンの成
果を披露。

（詳細は、Ｐ７を参照）

入場無料（要整理券）
アクロス福岡チケットセンター
☎092-725-9112

24（火） 18:30〜21:30 錦織健プロデュース・オペラ
「後宮からの逃走」

錦織健がプロデュースするオペラの第６弾。
出演／佐藤美枝子、錦織健、市原愛、高柳圭、志村文彦　他

S席：¥12,000　A席：¥10,000
B席：¥8,000　学生席：¥4,000
西日本新聞イベントサービス
☎092-711-5491

25（水） 18:00 筑紫台高等学校　吹奏楽部
第34回　定期演奏会

ゲストにオリタ・ノボッタ氏（サックス奏者）を迎え、楽しい
ステージを企画しています。

¥500（中学生以下無料・全席自由）
筑紫台高等学校
☎092-923-0010

26（木） 19:00〜21:00 玉置浩二　プレミアム
シンフォニック　コンサート　2015

現代の日本の音楽シーンをリードし続ける玉置浩二。2015
年春、自身初のフルオーケストラコンサートが実現。

SS席：¥10,800　S席：¥9,800
キョードー西日本
☎092-714-0159（10:00〜19:00）

27（金） 18:00〜20:00 福岡県立修猷館高等学校　吹奏楽部
第36回定期演奏会

第１部／吹奏楽オリジナルステージ
第２部／ポップス・プロジェクトステージ

¥500（当日券：¥700）　（全席自由）
福岡県立修猷館高等学校
☎092-821-0733

28（土）
13:00〜20:30

（予定）
2015　音の夢ピアノコンクール・
鳥栖ピアノ受賞コンサート

2014年に開催された当コンクールに於て受賞された方のす
ばらしいコンサートです。室内楽や連弾、そしてソロの演奏
があります。

一般：¥1,000　子供（5才〜小学生）：¥500
（全席自由）
音の夢ピアノコンクール
☎0942-83-7062

29（日）〜4/2（木）
10:30

（予定）
第24回グレンツェンピアノコンクール
九州地区大会 幼児〜一般の方対象のピアノコンクール地区大会。

入場無料
グレンツェンピアノ研究会
☎0995-22-4158

※ マークは（公財）アクロス福岡主催・共催・協賛事業です。※ マークのチケットは、アクロス福岡チケットセンターにてお取り扱いをしています。
※このスケジュールは、2015年1月20日現在の情報です。諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。※施設利用お問い合わせ（10:00〜18:00）☎092-725-9113

完売

1F 福岡シンフォニーホール1F 福岡シンフォニーホールB2F イベントホール

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

3/ 2（月） 12:30〜15:00 女子学生限定
ES＆面接対策セミナー

講師／古澤有可（ストラッセ東京代表）
内容／就活を控えた女子大生にES・面接対策を伝授します。

入場無料（要整理券）
朝日新聞福岡総合開発（株）
☎092-541-0178

5（木） 13:30〜16:30 ダイキン技術フォーラム2015 最新の空調技術に関しての提案会（新商品並びに納入事例の
ご紹介）。

入場無料（関係者のみ）
ダイキン工業（株）空調営業本部
設備営業部　九州地区販売推進グループ
☎092-475-1611

6（金） 14:00〜16:30 直木賞作家・安部龍太郎氏文化講演会
「神の島『沖ノ島』を語る」

第148回直木賞作家、安部龍太郎氏が、神の島『沖ノ島』を語
ります。また、「沖ノ島の魅力」について、大野城まどかぴあ館
長・林田スマ氏との対談もあります。

¥1,000（要事前申込・先着300名）
福岡県文化団体連合会
☎092-643-2875

8（日） 13:00〜16:00 総合メディカル株式会社
2015年医業経営セミナー

テーマ／地域包括ケアシステムにおける医療・介護提供体制
を考える〜迫りくる2025年対策！〜

入場無料（要整理券）
総合メディカル（株）九州支社
☎092-713-7011

21（土・祝）
13:00〜16:00

（予定） カブ四季総会in福岡 弊社、代表執行役 齋藤正勝による経営報告会と、投資セミ
ナーなど、充実した内容を予定しています。

入場無料（会員のみ・要事前申込）
カブドットコム証券（株）
70120-390-390

4F 国際会議場

※諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。
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※ マークは（公財）アクロス福岡主催・共催・協賛事業です。※ マークのチケットは、アクロス福岡チケットセンターにてお取り扱いをしています。諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

3/ 1（日） 11:00〜14:00 第27回耳の日のイベント・講演会 薬とサプリメント・きこえと耳の病気・嚥下（えんげ）障害と
予防・九州補助犬協会の講演会があります。

入場無料
福岡地区耳鼻咽喉科専門医会
☎092-574-4187

3（火）〜4（水）
3日 15:30〜
4日 11:00〜

（右記参照）

ハンサム落語　第五幕　※全５公演
３日 ①15:30  ②19:00
４日 ①11:00  ②14:30  ③18:00

脚色・演出／なるせゆうせい
出演／磯貝龍虎、小谷嘉一、平野良、宮下雄也（50音順）
二人一組でみせる新型「掛け合い落語」。

各回¥5,500（全席指定）
（株）CLIE
☎03-6455-4771（平日11:00〜17:00）

5（木） 13:00〜17:10 CHINTAI　FES
賃貸管理ビジネスモデル再構築
〜成功事例から学ぶ、強みを伸ばし弱みを克服するノウハウ
大公開〜

¥3,240（会員のみ）
（株）日本エイジェント
☎089-921-1514

7（土）
①15:00〜16:15
②19:00〜20:15

日本音楽家ユニオン3.19ミュージックの日企画
THE狂言〜野村万禄が語る「ピーターと狼」

狂言とクラシック、和楽によるコラボレーション。三番叟（さ
んばそう）、盆山（ぼんさん）、ピーターと狼を狂言の語りと音
楽でお贈りします。

各回¥2,500（全席自由）
日本音楽家ユニオン九州地方本部
☎070-5694-1373

8（日） 13:00〜15:30 二胡と朗読「宮沢賢治を読もう！」
〜ようこそイーハトーブへ〜

劉福君の二胡と「注文の多い料理店」「セロ弾きのゴーシュ」
「よだかの星」「永訣の朝」朗読と「星めぐりの歌」のチャリ
ティーコンサート。

¥2,000（全席自由）※チケットぴあにて発売
日本朗読検定協会プチプラージュ
☎03-3439-4583

14（土） 17:00〜19:30 合唱団 いろ 第１回演奏会
〜First Musical Pallette〜

あの合唱団 いろが初めての演奏会を開きます。北川昇「くじ
けない」、武満徹作品などいろ鮮やかないろのいろいろをお
楽しみに！

¥500（全席自由）
合唱団 いろ　園田
☎090-9608-4763

15（日） 11:00〜16:00 Spring Concert 2015
〜永芳久子ピアノセミナー受講生による〜

幅広い年齢層の受講生の皆さんが、一年間の猛練習の成果を
披露。心温まる演奏をぜひお楽しみください。第16期新セミ
ナー受講生募集中。

入場無料
（株）オフィス・サムライカ
☎092-752-2880

18（水） 19:00〜21:00 桂まん我ひとり会
〜桂まん我の落語を聴く会〜

上方落語界の新進気鋭“桂まん我”の落語会。はじめての人も
ツウの方も老若男女楽しめます。

¥2,500（当日券：¥3,000）　（全席自由）
米朝事務所
☎06-6365-8281

21（土・祝） 14:00〜16:00 国際協力を考える！
FUNN×フォトジャーナリスト安田菜津紀氏

・フォトジャーナリスト安田菜津紀氏講演会
・写真展示
・FUNN20年の歩みとこれから
・パネルディスカッション

入場無料
NPO法人NGO福岡ネットワーク
☎092-405-9870

22（日） 14:00〜16:00 マリンバ・ピアノ
「ファミリーコンサート」

マリンバ奏者、吉﨑りえの門下生による発表会です。今回は
ゴスペルの出演もあります。お気軽にお立ちよりください。

入場無料
アトリエ「おぱーる」
☎090-2858-2435

23（月） 10:30〜15:00 ことのは朗読発表会 鑪しずこ主宰の朗読グループ受講生による朗読発表会です。
入場無料
ことのは語り事務局
☎092-851-7876

24（火） 19:00〜20:30 アクロス福岡　オペラセミナー 講師／長野俊樹（福岡教育大学音楽教育講座教授）
テーマ／プッチーニ：「トゥーランドット」

入場無料（当日先着100名）
アクロス福岡チケットセンター
☎092-725-9112

26（木） 10:00〜17:00 国立音楽大学進学ガイダンス＆
演奏クリニック

教員によるミニ・コンサート、入試制度の説明、個別相談、演
奏クリニックを行います。

入場無料（要事前申込）
国立音楽大学入学センター事務室
☎042-535-9500

29（日） 13:00〜16:00 夢みるこどもキャンペーン
「第21回こども会議」

全国から作品コンクールで集まった二十数名のこどもたち
が、自分の夢を語り、夏に開催するイベントを決定します。

入場無料
夢みるこども基金事務局
☎092-751-0021

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

3/ 1（日）・8（日）

15（日）・22（日）
10:00〜12:00 聖書研究会

内村鑑三の流れを汲む、83年の歴史ある無教会主義のキリス
ト教集会。日曜日午前、新約聖書と旧約聖書の学びを続けて
います。　（詳細は、福岡聖書研究会ホームページを参照）

入場無料（どなたでもどうぞ）
福岡聖書研究会　秀村
☎092-845-3634

2（月）・16（月）  9:30〜12:00 ストレッチ手編み
新手芸、ストレッチ編みは針に特長があり引き抜き一点張り
の簡単な手編み技法で、初心者の方でも気軽に編むことがで
きます。見学してみませんか。（毎月第１・第３月曜日）

入場無料
森本年枝
☎090-6896-3200

5（木）・12（木）

19（木）・26（木）
19:00〜21:30 イラストレーション・絵画教室 デッサンと絵具を使った授業が中心です。はじめての方も気

軽に始められます。仕事帰りに通える「夜の美術部」です。
受講生のみ 
YKアートコミューン　古賀
☎092-407-1701

10（火） 10:00〜12:00 和紙ちぎり絵
（全国和紙ちぎり絵サークル）

季節を感じながら、和紙で絵を描いています。絵ごころがな
いからと心配なさらずに、ぜひ一度見学にお越しください。

入場無料
全国和紙ちぎり絵サークル
認定講師 福間雅世
☎092-606-8441

11（水） 10:00〜12:00 和紙ちぎり絵教室
毎月一回開催。NHKの「趣味悠々」で紹介され絵ごころのない
人でも制作できる和紙ちぎり絵教室。生涯学習の仲間に入り
ませんか。

入場無料
筑紙会　柳田まさ子
☎092-511-1695

11（水） 13:30〜15:00 茶花教室 季節の野の花で、茶室の床の間から暮らしの空間まで広い範
囲の現代の茶花を楽しめます。

入場無料
五葉会
☎0952-23-3413

13（金）  9:30〜12:00 野の花庭の花を描きましょう
（水彩画）

パンジーやムスカリ花壇の可愛い花たちがそろいはじめま
す。一緒に描いてみませんか？初心者でも大丈夫ですよ。

会員のみ　見学可（要連絡）
アトリエクレパス　鳥井
☎0940-52-4185

21（土・祝）
①10:00〜12:00
②13:00〜15:00 草心流　野の花いけ花教室

野焼きのあとの草原には、小さな草花が次々と芽を出します。
スミレ、タンポポ、ツクシ…待ちに待った春の訪れをいけてみ
ましょう。

体験可（要予約）・見学自由
草心流　板垣草人
☎0967-67-1988

25（水） 13:00〜17:00 シボリ講習会 有松シボリ作家・早川嘉英が主宰するシボリコミュニティ会員
のセミナー。藍染め・絞りを学んでいます。気軽に見学どうぞ。

入場無料
シボリコミュニティ福岡　小田
☎092-585-5488

29（日） 13:00〜16:30 在宅ホスピスフェスタ2015 在宅ホスピスの実践の様子をミニ講演とDVD映像で発表し
ます。

入場無料
ふくおか在宅ホスピスをすすめる会事務局
☎092-834-6741

2F セミナー室１

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

3/ 1（日） 14:00〜16:00 （公財）福岡アジア都市研究所
市民研究員　研究成果発表会

「スポーツを生かしたまちづくり」をテーマに、３名の市民研
究員がさまざまな切り口・角度での研究成果を発表します。

入場無料
（公財）福岡アジア都市研究所
☎092-733-5686

10（火） 14:00〜15:00 食育の推進実践セミナー テーマ／めざそう！至適血圧120mmHg/85mmHg未満
講師／社会保険 田川病院　管理栄養士 肥田 幸

入場無料
（公社）福岡県栄養士会
☎092-631-1160

14（土）
①13:30〜15:00
②15:30〜17:00

講座「よくわかる福岡の歴史」
（福岡の古代史と近代史）

①講師／丸山雍成「大宰府府宮とその歴史的役割」
②講師／石瀧豊美「軍師官兵衛とは何者だったのか」

会員：入場無料
一般：各回¥1,500（資料代）・入会金：¥2,000
NPO法人福岡歴史研究会　事務局長 村上啓資
☎092-523-1000

19（木）
①13:00〜14:30
②15:00〜16:30

県民ふるさと文化講座
①「福岡県名城ものがたり」
②「知の巨人たち」

①テーマ／立花家・立花宗茂と柳川城
　講師／河村哲夫氏（福岡県文化団体連合会参与）
②テーマ／他の追随を許さない博学の儒者　黒田藩で活躍〔貝原益軒〕
　講師／疋田啓佑氏（福岡女子大学名誉教授）

各回¥1,000（要事前申込）
福岡県文化団体連合会
☎092-643-2875

22（日） 10:00〜15:30 コペルチャンピオンシップ2015 コペルギネス、けんちゃん都道府県カルタ、動物将棋、コペル
芸術大賞作品展示と表彰。

入場無料
コペル福岡本部
☎092-892-4152

29（日） 13:00〜16:30 在宅ホスピスフェスタ2015 在宅ホスピスの実践の様子をミニ講演とDVD映像で発表し
ます。

入場無料
ふくおか在宅ホスピスをすすめる会事務局
☎092-834-6741

2F セミナー室２

※諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。

1F 円形ホール

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

3/2（月）〜7（土）
10:00〜18:00

（初日13:00から
最終日16:00まで）

第10回Ａクロスの会作品展
〜We　♡　FUKUOKA〜

絵画、版画、押し花、折り紙、書など、さまざまなジャンルの作
品約150点を展示。期間中、実演や体験教室も実施します。

入場無料
Aクロスの会事務局
☎090-5472-7919　池田

14（土）〜15（日） 10:00〜17:00 池坊展　福岡橘会支部　いけばな展 テーマ／花・輝いて
入場無料
華道家元 池坊 福岡橘会支部
☎092-731-8271

29（日） 13:00〜16:30 在宅ホスピスフェスタ2015
在宅ホスピスに関わっている県内各地の事業所やボラン
ティアなどの活動紹介、医療機器、福祉用具の展示コーナー
を設けています。

入場無料
ふくおか在宅ホスピスをすすめる会事務局
☎092-834-6741

2F 交流ギャラリー

開催日 開催時間 催し物 内　　容 入場料／お問い合わせ

3/ 8（日） 14:00〜16:00 留学体験談ひろば
第４回アジアへ行こう！（中国・韓国）

留学体験者が、留学準備から留学生活、帰国後の様子につい
てホットな体験談を話します。外国政府等関係機関から最新
の情報提供も行います。

無料（定員40名程度・要申込）
（公財）福岡県国際交流センター
☎092-725-9200

21（土・祝） 13:30〜16:30 アフリカンデー＠こくさいひろば 九州大学のアフリカ人留学生が中心となって、アフリカ各国の
生活や文化、民族衣装、ダンスなどを紹介します。

無料
（公財）福岡県国際交流センター
☎092-725-9200

29（日） 14:00〜16:00 こくさいひろばカフェで世界一周
vol.26　中央アジア編

「こくさいひろばカフェ」は、県内の学校などで活躍している
国際理解教育の外国人、日本人講師が、世界の生活や文化を
紹介します。今回のテーマは、ウズベキスタンと中国です。

無料（定員50名程度・要予約）
（公財）福岡県国際交流センター
☎092-725-9200

お問い合わせ：（公財）福岡県国際交流センター
☎092-725-92003F こくさいひろば
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平成27年度　アクロス福岡ヴァイオリンセミナー　受講生 募集中！

3
March

2015

お客様の声、アクロス福岡の声をお届けします。

アクロス
ボイス

ACROSのネーミングはAsian CrossRoads Over the Sea-Fukuoka（アジアのクロスロード福岡）を表しています。3月号（公財）アクロス福岡 情報誌

【編集発行】公益財団法人 アクロス福岡　情報広報グループ
〒810-0001 福岡市中央区天神1丁目1番1号
TEL： 092-725-9115　URL：http://www.acros.or.jp
【発行日】2015年2月1日
発行部数：30,000部／印刷：株式会社 西日本新聞印刷

※主催者の希望または、作成日の関係等によりここに掲載していないイベントもあります。

　また諸事情により掲載内容が変更になることがあります。ご了承ください。（2015年1月20日現在の情報です）

※情報誌「ACROS」並びに（公財）アクロス福岡に対する皆さまのご意見・ご要望をお寄せください。

ⓒ無断転載・複製を禁ず。

　アクロス福岡では、未来のヴァイオリニストを
目指す若い方々を応援するため、平成８年より「ア
クロス福岡ヴァイオリンセミナー」を開催してい
ます。
　セミナーでは、講師にヴァイオリニストで桐朋
学園大学教授の景山誠治氏を迎え、基本的な演奏
技術の習得にとどまることなく、音楽家として必
要な表現力や聴かせ方などを学びます。また、毎年
３月には１年間の練習成果を福岡シンフォニー
ホールのステージで発表する機会もあります。
　このヴァイオリンセミナーの平成27年度受講
生を募集いたします。プロの演奏家への第一歩を
一緒に歩んでみませんか？
※平成26年度の受講生の発表会を開催いたします。
　詳細はＰ７を参照ください。

受 講 期 間　平成27年４月～平成28年３月
　　　　　　※原則として土日２日間／月×12期
　　　　　　　（１回45分程度）

受 講 会 場　アクロス福岡　練習室

受講対象者　ヴァイオリンを学んでいる1991年４月１日
から2004年３月31日までに出生した方

募 集 人 員　６～８名程度

受　講　料　100,000円／年

応 募 方 法　受講申込書※にデモ動画（DVD）を添えて
お申込み下さい（郵送可）

募 集 期 間　平成27年２月１日（日）～３月８日（日）

選考方法・結果
書類とデモ動画により、講師と（公財）アクロス福岡で
選考後、４月上旬（予定）までに、全ての応募者へ結果
を通知いたします。

お申し込み・お問い合わせ
　公益財団法人アクロス福岡　企画グループ
　〒810-0001　福岡市中央区天神1－1－1
　☎092-725-9317

※受講申込書…アクロス福岡２階文化観光情報ひろばで配布のほ
か、ホームページからダウンロードできます。©椎原一久

平成25年度発表会

※ マークは（公財）アクロス福岡主催・共催・協賛事業です。諸事情により記載内容が変更になることがありますので、予めご了承ください。

開催日 開催時間 催し物 内　　容 お問い合わせ

2/23（月）〜3/1（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 第33回「肢体不自由児・者の美術展」 毎年全国の手足の不自由な方々から作品を募集する美術展
です。福岡県内の方からの作品を中心に展示します。

アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

3/2（月）〜8（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで）
第19回福岡市植物園植物画コンクール
入賞作品展

植物を描くことによって、植物に興味を持ち自然保護への関
心を高めることを目的に、一般の部、中学生・高校生の部の２
部門に分けて実施するコンクールです。

アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

5（木） 12:15〜13:00 フロアコンサート　vol.385
ソプラノ／小野弥生　ピアノ／小森陽子
コントラバス／小野としたか
曲目／My Favorite things
　　　Take the A train　他

アクロス福岡チケットセンター
☎092-725-9112

9（月）〜15（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） ふくつ観光フォトコンテスト入賞作品展 自然に恵まれ、歴史史跡も点在する福津市の春夏秋冬の魅力
をファインダーにおさめた写真の展示です。

アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

16（月）〜29（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで）

第４回福岡県屋外広告景観賞及び
第27回福岡県美しいまちづくり建築賞
受賞作品展

まちづくり活動の一環として、美しい景観の創出に貢献した
屋外広告物および建築物を表彰しています。それぞれの入賞
作品を展示します。

アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

19（木） 12:15〜13:00 フロアコンサート　vol.386 合唱／女声合唱団コール・タンポポ
曲目／落葉松、川の流れのように、マイ・ウェイ　他

アクロス福岡チケットセンター
☎092-725-9112

1F コミュニケーションエリア 入場無料

開催日 開催時間 催し物 内　　容

2/23（月）〜3/1（日）
10:00〜18:00

（初日12:00から
最終日16:00まで）

和紙と灯
あか

りとトンボ玉
天然木の形そのものを生かして制作したスタンドや和風照明は優しい灯りで心が和み
ます。和紙は楮（こうぞ）の織維をあえて粗く漉き、独特の風合いを出しました。色鮮や
かなトンボ玉も全てオリジナルです。ぜひ手に取ってご覧ください。
実演  押し花マット作りの実演　 体験  押し花マット作りの体験　¥500

3/4（水）〜8（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 小石原焼陶器青年部ヒミツの民陶祭
アクロス福岡開館20周年を記念して、小石原で年２回開催される民陶祭をアクロス福岡で行
います！日常に使える器はもちろん、一輪挿しやすり鉢なども展示販売。購入された方には
ヒミツの特典が！？さらに二十歳の来場者（先着20名）には素敵なプレゼントもあります。
実演  ロクロでの制作実演

9（月）〜15（日）
10:00〜18:00

（初日12:00から
最終日16:00まで）

博多と京都の帯・着物 手仕事展
博多織の中野真由、爪掻本綴（つめかきほんつづれ）の服部秀司（ひでし）、京絞りの寺田 豊による、
博多と京都の帯・着物の手仕事展です。一点一点、作り手が伝統工芸の技と思いを込めた作品を展
示販売いたします。博多と京都の異なる伝統技術、和の染・織の世界をぜひお楽しみください。
実演  絞りの実演

16（月）〜22（日）
10:00〜18:00

（初日12:00から
最終日16:00まで）

手彫りガラスの花の歳時記〜春から夏へ
先端にダイヤモンドの粉が付いたペンでガラスに手彫りをしています。彫ってみたい
と思う花との出会いは嬉しいものです。芽吹き始める春から、陽光あふれる夏への季節
の移り変わりを手彫りガラスの花々でお楽しみください。　※ホワイエ同時開催
体験  イニシャル彫り（ワイングラス）体験　¥1,500　13:00〜　各日先着６名

23（月）〜29（日）
10:00〜18:00

（初日12:00から
最終日16:00まで）

みやまのモノづくり展
みやま市には独特のモノづくりの技術が受け継がれています。江戸時代より継承され
ている天然樟脳、希少となった国産花火、ハゼの実からつくる木蝋、福岡県指定特産民
工芸品のきじ車などを展示販売します。
体験  きじ車の絵付け体験 他　有料

30（月）〜4/5（日）
10:00〜18:00

（初日12:00から
最終日16:00まで）

花窯　花田和彦作陶展
〜焼き物と竹のコラボ〜

磁器土（天草陶石）と土（宮若山土）をブレンドした半陶半磁の器づくりを手掛けていま
す。土ものが持つ温もりと磁器の硬質感の両方の特性を生かした器は、他にはない魅力
があります。今回は竹篭に花窯の花器を組み合わせたコラボ作品も展示販売します。
実演  陶線彫りの実演

2F 匠ギャラリー 入場無料 お問い合わせ：アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100

開催日 開催時間 催し物 内　　容

2/23（月）〜3/1（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 福岡国際交流写真協会会員展 日本（福岡）、中国（広州）、韓国（釜山）の三国三地で作品展を隔年実施しています。今回
は、福岡の会員が撮影した風景や祭り、花などの作品を約60点展示します。

3/2（月）〜8（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで）

ふくおか植物画会
第12回ボタニカルアート展

「花がおしえてくれたこと」
花の美しさは機能性の美であり、遠い昔から培われてきた生き残るための知恵の結晶
です。作者のコメントと共に植物画約30点を展示します。

9（月）〜15（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 古典書への誘い展
空海や芭蕉などの名筆による後漢100年代の「崔子玉座右銘（さいしぎょくざゆうのめ
い）」や宮沢賢治の死後発見された手帳の「雨ニモマケズ」など、珠玉の名詩・名句の作品
を25点展示します。

16（月）〜22（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 壁を飾る手彫りガラス展
植物などの図案をガラス器や花器に彫ってきましたが、今回は「壁面を飾る」をテーマに
額や鏡に挑戦しました。彫り方を工夫しながら平面に表現した作品を25点展示します。
※匠ギャラリー同時開催

23（月）〜29（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） NPC写楽会写真展 NPC写楽会は、設立14年を迎えました。県展や市美展、国際写真展などでの入賞・入選も
経験し更なる発展を目指し活動しています。風景や花などの作品を約25点展示します。

30（月）〜4/5（日）
10:00〜18:00

（最終日16:00まで） 自然と生活から誘う風景展 優しい色が特徴の水彩画で古民家や筑後川、花など身近にある自然風景を描いた作品
を約75点展示します。

2F ホワイエ 入場無料 お問い合わせ：アクロス福岡文化観光情報ひろば
☎092-725-9100
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